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予算審査特別委員会の概要について 

（報  告） 

 

１．日  時   令和３年１２月７日（火） 

午前１０時００分  開 会 

午前１１時５９分  閉 会 

 

２．場  所   公会堂 第８・９・１０集会室 

 

３．出席委員   委 員 長  久保田 隆 二   副委員長  加 澤   明 

委  員  小比類巻 孝幸   委  員  遠 藤 泰 子 

委  員  奥 本 菜保巳   委  員  西 村 盛 男 

委  員  春 日 洋 子   委  員  森   三 郎 

議  長  小比類巻 雅彦 

 

４．欠席委員   な  し 

 

５．傍聴職員   議  員  舩 見 昌 功 

 

６．説 明 員   市  長 ほか 

 

７．事務局職員   事務局長  蹴 揚 光 昭   庶務係長  織 笠 信 吾 

主  査  福 士   史 

 

７．案  件   議案第６６号から議案第７３号までの計８件 

 

８．会議概要 

久保田委員長：定足数に達しておりますので、会議は成立しております。 

 ただいまより、予算審査特別委員会を開会いたします。 

 本委員会には、去る１２月３日の本会議において、議案第６６号から議案第７３号まで

の計８件が付託されています。 

 議案１件ごとに審査してまいりたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

久保田委員長：御異議なしと認めます。 

 それでは、議案１件ごとに審査してまいります。 

 なお、質疑は、一問一答方式でお願いいたします。 

 まず、議案第６６号令和３年度三沢市一般会計補正予算（第４号）を議題といたしま

す。 
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 当局の説明を願います。 

 財務部長。 

村井財務部長：議案第６６号令和３年度三沢市一般会計補正予算（第４号）の概要につい

て御説明申し上げます。 

 今回の補正予算は、国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した

各種事業に係る予算措置のほか、米価下落に対する農業者への支援及び障害者福祉サービ

スに要する経費など、緊要な一般行政経費の補正であります。この結果、補正総額は歳入

歳出ともに４億３,２１０万円の増額補正で、既定額との累計では２５３億６,８７０万円

とするものでございます。 

 それでは、予算書の２ページ及び３ページの第１表歳入歳出予算補正に基づき、歳入か

ら御説明いたします。 

 １１款の地方交付税につきましては、普通交付税として５,１４０万３,０００円を増額

しております。 

 １５款の国庫支出金につきましては、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業基金費補助

金の計上など、総額で３億５,５８７万３,０００円を増額しております。 

 １６款の県支出金につきましては、障害者自立支援給付費負担金の増加等により、総額

で３,６９４万３,０００円を増額しております。 

 １７款の財産収入につきましては、市有地売払収入の計上などにより、総額で７２８万

７,０００円を増額しております。 

 １８款の寄附金につきましては、新型コロナウイルス感染症対策に対する寄附金等、総

額で１０２万１,０００円を増額しております。 

 １９款の繰入金につきましては、東日本大震災復興推進基金繰入金として１,０７５万

６,０００円を増額しております。 

 ２０款の繰越金につきましては、前年度繰越金として１億３,５７９万円を増額してお

ります。 

 ２１款の諸収入につきましては、令和２年度後期高齢者療養給付費負担金返還金の計上

など、総額で２,１９２万７,０００円を増額しております。 

 ２２款の市債につきましては、臨時財政対策債の減額などにより、総額で１億８,８９

０万円を減額しております。 

 次に、３ページの歳出について御説明いたします。 

 １款の議会費につきましては、人件費の調整など、総額で４２２万円を減額しておりま

す。 

 ２款の総務費につきましては、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業基金費の増額など

により、総額で２億３,９１１万３,０００円を増額しております。 

 ３款の民生費につきましては、障害者福祉サービス費の増加及び児童福祉施設等職員応

援給付金の計上など、総額で１億５,５７４万６,０００円を増額しております。 

 ４款の衛生費につきましては、病院事業操出金の増加などにより、総額で３,８４１万

９,０００円を増額しております。 

 ５款の労働費につきましては、働く婦人の家運営費として２万７,０００円を増額して
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おります。 

 ６款の農林水産業費につきましては、人件費の調整など、総額で６４万２,０００円を

減額しております。 

 ７款の商工費につきましては、人件費の調整など、総額で４２５万７,０００円を増額

しております。 

 ８款の土木費につきましては、下水道事業繰出金の減少など、総額で１,３２１万２,０

００円を減額しております。 

 ９款の消防費につきましては、感染防止対策救急資器材整備事業の計上など、総額で８

３７万５,０００円を増額しております。 

 １０款の教育費につきましては、人件費の調整など、総額で４２３万７,０００円を増

額しております。 

 以上が、令和３年度三沢市一般会計補正予算（第４号）の概要でございます。よろしく

お願いいたします。 

久保田委員長：それでは、質疑を行います。 

 遠藤委員。 

遠藤委員：それでは、予算書の３９ページから質問させていただきます。 

 防災備蓄倉庫設置事業についてでございます。これはどこに設置する予定か、お答えを

お願いします。 

久保田委員長：防災管理課長。 

種市防災管理課長：お答えをいたします。 

 防災備蓄倉庫につきましては、国際交流スポーツセンター裏手にありますテニスコート

付近に増設する予定で考えております。 

 以上でございます。 

久保田委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：増設するということで理解しました。 

 中身についてなのですけれども、増設するところに増やすという形になるかと思います

けれども、どのぐらいの形で増やすという予定でしょうか。 

久保田委員長：防災管理課長。 

種市防災管理課長：こちらの倉庫につきましては、避難所用の個別のテント８０張りを収

納するために設置するものでございます。 

 以上でございます。 

久保田委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：分かりました。 

 続いて、５７ページになります。児童福祉施設等職員応援給付金について詳細に説明を

お願いいたします。 

久保田委員長：子育て支援課長。 

長根子育て支援課長：児童福祉施設等職員応援給付金の概要について御説明させていただ

きます。 

 こちらにつきましては、昨年、医療や介護、障害等の施設に勤務する職員には慰労金が
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支給されましたが、同じくエッセンシャルワーカーと言われる保育所、認定こども園、児

童館等の職員は対象外とされたわけでございます。しかしながら、同じようなエッセン

シャルワーカーでお勤めされている児童福祉施設等の職員にも、同様に慰労金の趣旨と、

それからこれまでの感染防止対策、今後の感染防止対策を引き続き頑張っていただきたい

ということで、応援給付金を支給するものでございます。 

 なお、金額につきましては、昨年度の慰労金と同じように１人５万円となっておりま

す。 

 以上でございます。 

久保田委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：この給付を受ける方の何か資格とか、例えば正職とか臨時とか、いろいろそう

いう内容については、具体的に何か決まっていることはありますか。 

久保田委員長：子育て支援課長。 

長根子育て支援課長：対象となる方ですが、正職員、パート、全てが対象となります。 

 なお、こちらのほうは令和３年９月１日から１１月３０日までの間に勤務されておりま

して、なおかつ、１２月１日現在在籍されている方ですので、保育士に限らず、例えば調

理の方であったり、それから幼稚園バス等の運転手の方、そういった方々も対象となる予

定としております。 

 以上でございます。 

久保田委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：分かりました。 

 では、３年の９月１日から３か月程度の職員に対しても受けられるということでよろし

いでしょうか。 

久保田委員長：子育て支援課長。 

長根子育て支援課長：はい、そのようになります。 

久保田委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：分かりました。 

 福祉のほうとかもと先ほどお話があったようでしたけれども、福祉の介護職員とかそう

いうところには一人一人の給付はなかったように思うのですけれども、それについては、

もし分かっているようでしたらお答えをお願いします。 

久保田委員長：介護福祉課長。 

佐々木介護福祉課長兼地域包括支援センター長：ただいま資料をお持ちしておりません

が、私の記憶であれば、介護職員、介護に従事している方には給付があったと認識してお

ります。 

久保田委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：後でもう一回、私のほうも確認したいと思います。 

 続いて、６１ページになります。し尿処理費ということで、どのような調査でどこに委

託するのか教えてください。 

久保田委員長：環境衛生課長。 

種市環境衛生課長：し尿処理費の地質調査業務委託の件についてお答えいたします。 
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 調査の内容は、地盤の調査ということでボーリング調査を予定しております。場所は、

現在あります三沢市の下水道の浄化センター内となっております。 

 以上です。 

久保田委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：分かりました。 

 次にですけれども、６５ページになります。清掃総務費ということで、ごみ集積容器の

設置助成金ということでありましたけれども、それは町内の申請したごみ箱の補正という

形でしょうか。 

久保田委員長：清掃センター所長。 

岡部清掃センター所長：ただいまのごみ集積容器設置助成金の件につきましてお答えいた

します。 

 御存じかとは思いますが、このごみ設置事業は、１基上限が３万５,０００円、年間１

町内会につきまして２基まで申請していただく内容の助成金でございます。 

 以上です。 

久保田委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：それは、増えたということで足りなくなったということでよろしいですか。 

久保田委員長：清掃センター所長。 

岡部清掃センター所長：ただいまの不足ではなかろうかというお話にお答えしたいと思い

ます。 

 例年、ここ四、五年の統計なのですけれども、年間で大体当初予算で５０基をずっと計

上させていただいていました。大体その５０基の中で過去四、五年は収まっておりました

けれども、今年度につきましては、１１月末現在で既に４８基の申込みがございました。

例年、１２月から３月までの間、どの程度の要望があるかというあたりは、１０基程度の

要望がございます。我々のほうとしましても、数件既に御相談いただいているのもござい

ましたものですから、このたび増額の補正をさせていただいたということになります。 

 以上です。 

久保田委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：ありがとうございます。 

 その年によっては、２基では本当は足りないところの町内会もあるかと思います。ま

た、やっぱりごみの問題というのは、すごく重要な問題になっているかと思いますので、

もっと地域のほうの方のいろんなお話を聞きながら調整していただきたいと思います。質

問はありません。 

 続いて、９７ページになります。１０番の総合体育館の管理費についての修繕料が出て

おりますけれども、今年度いっぱいということで聞いていましたけれども、まずこの工事

の内容を教えてください。 

久保田委員長：市民スポーツ課長。 

吉田市民スポーツ課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 総合体育館の修繕の内容ですが、外壁の、建物の角々に鉄板のようなものがついており

ますけれども、そちらが剥離しまして、その剥離した部分の鉄板を再度ビスで留める工事
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の内容となっております。 

 以上でございます。 

久保田委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：来年の３月までということであったので、この修繕についてはどうなのかなと

思っていたのですが、これはいつまで使う予定ですか。改めて。 

久保田委員長：市民スポーツ課長。 

吉田市民スポーツ課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 総合体育館は、現在のところ、議会の皆様にも申し上げておりますが、基本的には今年

度いっぱいの閉館予定でございます。 

 ただ、以前にも少しお話ししたかと思いますが、弓道場の移設の問題がまだ解決してお

りません。ですので、弓道場の新たな施設の確保をするまでの間は、当面の間、一部使用

をする予定でございます。 

 以上でございます。 

久保田委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：弓道場が移設できるまでということでありますけれども、まだ全くそこの予定

とかは決まっていないということでよろしいですか。 

久保田委員長：市民スポーツ課長。 

吉田市民スポーツ課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 現在のところ、弓道場の新たな施設に関しましては、既存の例えば廃校になった学校の

体育館ですとか、そういった部分を調査はしておりますけれども、なかなか規格に合った

ものが現在見つけられない状況でございます。ですので、弓道場に関しては、もうしばら

くいろんな角度から検討してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

久保田委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：そうであると、弓道場ができるまでは業務委託というか、体育館の一部はとい

うことなのですけれども、結局、弓道場以外は全部使われなくなるのか、弓道場ができる

までは取りあえず一部ということであれば、体育館は使えるのか、弓道場は使えるのかと

いうことに関しては、どのようにお考えですか。 

久保田委員長：市民スポーツ課長。 

吉田市民スポーツ課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 体育館の弓道場の利用に関しましては、現在のところ、基本的には弓道場のみを、例え

ば外部から弓道場だけに入る方法ですとか、そういった形で考えております。 

 以上でございます。 

久保田委員長：ほかに御質問はございませんか。 

 小比類巻委員。 

小比類巻委員：私のほうからも、民生費のほうの先ほど遠藤泰子委員から質問があった児

童福祉施設等職員応援給付金、これについてちょっと分からないところがあるので教えて

いただきたいと思います。 

 まず、この給付金事業、国庫支出金からの、要は国からの予算が大きいと思うのですけ
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れども、これは私の認識だと、今出てきたから今やる予算ではないような気がするのです

が、いつ頃、国からこれをやる、もしくは、なぜ三沢で今この時期に児童福祉のほうにや

ることになったのか、ちょっとその経緯を教えてください。 

久保田委員長：子育て支援課長。 

長根子育て支援課長：児童福祉施設等職員応援給付金、なぜ今かという御質問だったと思

いますが、こちらの給付金でしたが、昨年度は国のほうでは介護とか医療のほうを対象に

して、児童福祉施設は対象外とされたところです。今年度に入りまして、全国的に調べた

ところ、この交付金を活用して支給することができるよということとなるのが分かりまし

て、県内ですと今年の夏ぐらいが一番感染がひどい時期だったかと思います。さらには、

児童福祉施設等でも、他の保健所管内ですけれどもクラスター等が発生して、大変児童福

祉施設等にお勤めになられている職員が苦労されているということで、いろいろ施設等の

ほうの関係者とも御相談をさせていただきました。やはり職員のモチベーションを上げて

いかなければならないと。そういったことで、こういった応援給付金というものを今回、

予算計上させていただいたところでございます。 

 以上でございます。 

久保田委員長：小比類巻委員。 

小比類巻委員：施設の方々と情報交換しながらこの時期になってしまったということで認

識させていただきます。ありがとうございます。 

 ただ、要は子供たちの施設、保育園ですとかは、三沢では無認可のところはないという

話を聞いています。要は何かというと、ちゃんとした福祉法人の中でやっている施設ばか

りだと。そうなると、福祉施設の法人というのは、今は子育て支援のために非常に補助

金、手厚い国の補助が受けられる。その中で職員を守ろうと、給与改善もちゃんとやって

いるところが多いのですね。それに対して、要はある程度はやってしまったところにまた

５万円、いや、あげるのはすごくいいことだと思うのですけれども、ちょっと遅かったの

ではないかなと私は思うところです。そこは質問ではないのですけれども、思うところで

す。 

 ただ、もう一つ思うのが、なぜ児童だけと。遠藤委員の質問と本当にかぶってしまうの

ですけれども、それ以外の介護ですとか、老人福祉、介護、そちらのほうは今言ったよう

な福祉法人のような補助金がいっぱい入ってくる人たちだけではない。普通の一般の会社

だったり事業所だったり、そういうところが多い。そういうところは、去年はやった、前

はやったからと言うのですけれども、時期、時期で、やっぱり半年もすれば大変な人たち

ばかりですよね。そうしたときに、こういう福祉施設に対する給付金、これが起こったと

きに格差がないように、やったけれどもここは職員が大変だというのは分かっているか

ら、こっちにも市として市でお金を切り崩してでも、同じようにやってあげようよと、そ

ういう考えはないのかなと。そういう検討をしている、もしくは、そういうお考えがあ

る。市としてのそういう福祉として従事する人たちの生活格差がないように、今のこうい

う給付金ができるようにできないのかと、そういう検討、もしくはお考えがあったら、

ちょっとお聞かせ願いたいのですけれども、お願いします。 

久保田委員長：福祉部長。 
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篠田福祉部長：ただいまの御質問でございますが、今回のこの応援給付金なのですけれど

も、これはあくまでも本当に去年もらえなくて、それでも児童に関わる施設の皆さんがと

ても頑張っていらっしゃる。子供さん方は、ワクチンを打っていない状態でございまし

て、結構感染されるのですよね。その中でも皆様は頑張っていただいている。 

 今、コロナがすごい引けている状態ですけれども、山形県のほうで今は十数名の感染者

が出ている。あれは児童施設らしいです。やっぱり子供さんが感染してということで広

がっている。そういう危機感は未だにあるわけでございまして、そういう中で職員の皆さ

んが一生懸命頑張っているということで、今回はこれからも児童施設のほうで感染する可

能性もあるということで、今後も頑張っていただきたいという思いで応援給付金をうちの

ほうで渡すという形にいたしました。 

 先ほど介護のほうにもというお話でしたが、そちらのほうに関しては、今後、いろいろ

と考えて検討していきたいなと思っております。 

 以上でございます。 

久保田委員長：小比類巻委員。 

小比類巻委員：福祉部長、どうもありがとうございました。ぜひ、そういう格差がないよ

うな、市民全体が助かるような事業にしていただきたいと思います。 

 もう一つ質問あるのですが、６９ページですね。主食用水稲減収対策事業費補助金につ

いてですが、これの具体的な補助金の実施内容を教えてください。 

久保田委員長：農政課長。 

沖澤農政課長：ただいまの主食用水稲減収対策事業費補助金についての内容について御説

明いたします。 

 この事業は、米価の大幅な下落により稲作農家の所得が減少する中で、農家の経営の安

定化を図り、営農意欲を維持するため、販売した主食用米の減収額の２分の１を助成する

ものとなっております。 

 助成金額の算出ですが、県産米の標準的な生産経費は１０アール当たり９万１,５８２

円かかっておりまして、これに対して収入となります生産者の概算金は１０アール当たり

８万円となっており、１０アール当たりの減収額、いわゆる赤字部分が１万１,５８２円

となります。当市における１０アール当たりの反収がおよそ９俵でありまして、この１０

アール当たりの減収額の半分の約５,８００円に反収１０アール当たりの９俵を換算いた

しまして、１俵当たり６４０円を助成する内容となっております。 

 対象農家ですが、これは１００戸でありまして、作付面積はおよそ２０７ヘクタール、

これから収穫として取れる米の量は１万８,６３０俵を見込むものとなっております。 

 以上です。 

久保田委員長：小比類巻委員。 

小比類巻委員：詳細な御説明ありがとうございました。 

 そこなのですけれども、１俵当たりの補助ということが、新聞とかを見ると１俵当たり

幾らですよというのを取り上げている情報が多いのですけれども、ちょっと私が聞いた中

では、同じおいらせ農協の中でも、三沢は１俵当たり６４０円なのですけれども、隣の六

戸はもっともっと低いと、３００円台だという話も聞いているのですよ。そういう情報が
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あるのですけれども、そうやって地域によって算出方法というのは差があるのか。そうで

はないよというのであれば教えてほしいのですけれども、なぜそういう差が生まれるのか

なというところを、もしあるのであれば教えてください。 

久保田委員長：農政課長。 

沖澤農政課長：ただいまの質問にお答えいたします。 

 地域によって補助する金額、反収とかそこら辺の違いがあるのかということですけれど

も、隣町の六戸も当市と同じ金額、１俵当たり６４０円ということで助成するようなこと

を聞いております。また、津軽とか南部とか、そこら辺によって金額が多少は違いますけ

れども、大体同じ推移という形で。１０アール当たり取れる収穫量が三沢の場合、津軽で

は１０俵取れるところを９俵とか、そこら辺の推移に山背の関係もあって南部のほうは

ちょっと取れないといったことで、若干の助成とか米の単価が変動しているような形に

なっております。 

 以上です。 

久保田委員長：小比類巻委員。 

小比類巻委員：ありがとうございました。そんなに差はないということでしたので、

ちょっと聞いた情報が不確実であったと。すみません。ありがとうございました。 

 最後、ちょっと質問ですけれども、この助成金の使い方なのですけれども、要はどのよ

うな手順でやっているのかと。要は、国からそういうことでやっているから、そうやって

助成金を範囲の中で使うというのは分かるのですけれども、先ほどの民生のところと質問

の趣旨は同じなのですけれども、この年の瀬に同じ業種、例えば先ほどは福祉という範疇

の中で格差があってはいけないと。今回の農政のほうでは、農林水産ということですの

で、農家のほうにはこういう年の瀬の苦しいときに補助があって、だけれども、例えば漁

業のほうには一つもないと、これはどういうことだと、１次産業の中で格差があるのか

と、そういうふうな言葉も聞こえてきているのですね。 

 やはりこういう時期に、年越しもしくは年度末、皆さん苦しいところなのですが、こう

いう助成金、苦しいところに市として配分していく、そういう予算をつくっていくという

ことをちょっと検討できないものかなということを相談される市民の方もいらっしゃるの

ですけれども、市としてそういうところにちょっと検討していく、話を聞いてくるという

姿勢はないのかなと思って質問させていただきます。よろしくお願いします。 

久保田委員長：経済部長。 

吉村経済部長：同じ１次産業で、農業とそれから水産業のほうで助成する、しないという

のが、漁業のほうでも今年はイカとか取れていないということで、減収が予想されるとい

うことになっておりますけれども、今、通常サケが１１月、１２月の時期、それから昨年

度を見ますとイカも１１月、１２月に結構巻き返しといいますか、取れたという実態があ

りまして、状況を確認している、市のほうではそういう状態であります。今後、その辺の

漁業のほうについては、通年で事業が行われていますので、年末をめどに今後、対策を考

えていきたいなというふうには考えております。 

 以上です。 

久保田委員長：ほかに質問はございませんか。 
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 奥本委員。 

奥本委員：おはようございます。 

 それでは、３点ほど質問をさせていただきたいと思います。 

 まず、歳入歳出予算補正ということで、今回、事業の予算に対する減額・増額がメイン

だと思うのですが、その中で昨年度もコロナで、やはり中止にせざるを得ない事業であっ

たり、また、そういう実際に減額するに当たって、そういう予算がこのまま使い道です

ね。要するに昨年度は、議員の例えば視察であったりとか、そういう部分で１,０００万

円、使い道を変えてくださいと。市民の皆さんのためにとか、様々なそういうところに

使ってくださいということで減額したと思うのですが、そういったことが今年度またあっ

たのか。コロナの影響等で事業が執行できなかった等、その辺をちょっとお伺いしたいの

ですけれども。 

久保田委員長：財政課長。 

栗原財政課長：コロナで使われなかった分について、使わなかった分はどこに使うのかと

いうことだと思うのですが、前回の９月補正のときには「あおもり１０市大祭典」の事業

だったりとか、あとはウェナッチバレーカレッジの英語研修の派遣事業だったりとかとい

うのは減額しています。その辺とか、あとは今回もオリンピック・パラリンピックの事業

とか、あとは議員の研修旅費とかというのは減額になっているのですけれども、その辺は

恐らく大体６,０００万円ぐらいは減額になっています。それはどこに使われているかと

いうと、今回の補正では地方創生臨時交付金の事業が４本ぐらい出ているのですけれど

も、それに１００％交付金充たっているわけではありませんので、その裏に充てたりと

か、あとは今後出てくる事業とかに使われることになるなと考えております。 

 以上です。 

久保田委員長：奥本委員。 

奥本委員：ありがとうございます。 

 そうすると、その財源を組替えしているというふうに解釈してよろしいですか。 

久保田委員長：財政課長。 

栗原財政課長：そのとおりです。 

久保田委員長：奥本委員。 

奥本委員：そういうことであれば、ぜひ、例えば今回、補正にあります子供への今回は１

人５万円、国のこれは政策になるのですけれども、コロナ対策、低所得者対策、こういっ

たところでどうしてもそこから除外される方々、生活支援の１人１０万円というのもこれ

からあるのだと思いますが、そういったところで除外される方々への支援という、そうい

うところにもこの予算を組替えすることができるということで解釈してよろしいでしょう

か。そういうケースも今の時点でやるというふうには言えないと思いますが、そういう組

替えもあると、できるということになるのでしょうか。 

久保田委員長：財政課長。 

栗原財政課長：今の段階では何とも言えないのですけれども、もし今後、そういう事業と

して出てくるのであれば、それもあると思います。 

 以上です。 
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久保田委員長：奥本委員。 

奥本委員：ありがとうございます。 

 ぜひとも、本当に血税といいますか、大事な財源だと思いますので、命を守るために最

優先に使っていただければなというふうに、組替えをお願いしたいなというふうに思いま

す。 

 次に、７ページ、これはちょっと勉強させていただきたいと思うのですけれども、今

回、臨時財政対策債というふうなのが、限度額が補正で減額になっているのですけれど

も、これはどういうふうな内容で減額になっているのでしょうか。 

久保田委員長：財政課長。 

栗原財政課長：臨時財政対策債についてお答えいたします。 

 今回、減額になっているのですけれども、これは当初予算を組む段階で、国のほうで全

体的に７４.５％、前年度よりも増になるということで当初予算は組んでいたのですが、

実際に地方交付税、確定している臨時財政対策債も一緒に掲載するのですけれども、７月

に確定したときには青森県内全体で前年度比５１％増だったのですよ。さらに、県の分と

市の分と分けると、市の分は３１.６％しか増になっていなくて、結局、固まったのが三

沢市の場合は３１.９％増の５億９,１５０万円に確定したということで、今回、減額した

ものです。 

 以上です。 

久保田委員長：奥本委員。 

奥本委員：ありがとうございます。 

 この臨時財政対策債、これは借金だと思うのですけれども、仕組みというのが、これは

一般財源として使った分の借金と、国から借りるということになったと思うのですけれど

も、そういうふうなことでの解釈でよろしいでしょうか。 

久保田委員長：財政課長。 

栗原財政課長：お答えいたします。 

 一般財源として使ったというか、交付税の代わりなので、交付税でお金としてもらうの

ではなくて、自治体としてお金を借りて一般財源に充ててくださいという感じになるの

で、お金自体は財務省からお金を借りることになるのですけれども、そこから借りていま

す。その臨時財政対策債をもし借りないとなると、交付税ももらわないので、一般財源が

その分がなくなってしまうので、結果的に借りることになるのですけれども、市で行う事

業の一般財源に対応するための起債として借りるものとなっています。 

久保田委員長：奥本委員。 

奥本委員：そうしましたら、これは借入れになるのですが、国からこの分、様々な制約も

あるかと思うのですけれども、それは足りない分というか、交付金などで借金の分を２０

年間の返済でというふうになるのですが、例えばこれを活用してできる事業というのはど

のようなものがあるのでしょうか。例えば、先ほど一般財源で何でもいいというのであれ

ば、これまで様々、財源がないからできないというようなこともあったと思うのですが、

給食費であったり教育費であったり、そういったところにも、これは例えば国から借入れ

して事業をやっていって、２０年間返済する上で交付金として戻ってくる、返ってくると
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いうふうなことで解釈してよろしいですか。制約はありますか。 

久保田委員長：財政課長。 

栗原財政課長：一般財源ということなので、特に制約はないのですが、一般財源だとこの

起債のほかにも、市税だったりとか地方譲与税だったりとか様々あるのですが、交付税

だったりとか様々あるのですけれども、それを何に使っているかというのは、一般財源と

一くくりになってやっているので、何に使っていいというのは、最終的にその事業の補助

金だったりとか起債だったりとかという特定財源を差し引いた残りになっているので、何

に充たっているかというと、なかなかちょっと難しいところはあるのですけれども、もし

仮に事業として出てきたところが一般財源で対応するものであれば、それに充たっている

と言えなくもないです。 

 以上です。 

久保田委員長：奥本委員。 

奥本委員：ありがとうございます。 

 これは、臨時財政対策債って借金であって借金ではないみたいな、そういうふうな要素

があるような気がしているのですけれども、これを活用して２０年の返済ということで財

務省のほうからお金を借りて、後で交付金で戻ってくるというふうなことであれば、ま

た、一般財源で使い道の自由度が高いということであれば、ぜひこういったことを活用し

て、これまで財源の問題でなかなかできなかった事業等をぜひ、どうしても建物にしか使

えないとか、そういう制約があるのであれば駄目なのかもしれないのですけれども、その

辺の幅があるのであれば、ぜひそういう形で取り組んでいただきたいなということで質問

をいたしました。ありがとうございます。勉強になりました。 

 また、もっとこれはちょっと内容を私なりにまた勉強していかなければいけないなと。

何しろ、いつもいろいろ提案しても、財源がない、お財布の中身を見てというふうなこと

の回答が多いものですから、また、そういうふうな部分でそういう財源のつくり方、そう

いったものを勉強していきたいというふうに思います。ありがとうございました。 

 最後の質問になります。５９ページですね。生活保護の制度に関してなのですけれど

も、これは生活保護担当職員の人件費が減額になっているようですけれども、これはどう

いう内容で減額されたのでしょうか。 

久保田委員長：生活福祉課長。 

大塚生活福祉課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 これは、人件費の見直しによって減額されたものです。減額したものにつきましては、

社会保険料等がございます。 

 以上でございます。 

久保田委員長：奥本委員。 

奥本委員：職員の何といいますか、対応する人数というのは、今は十分に間に合っている

ものですか。 

久保田委員長：生活福祉課長。 

大塚生活福祉課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 被保護者健康管理支援事業につきましては、生活保護を受けている方の健康状態を管理
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するものでありまして、例えば健康診断の推進とか、あとは例えば重複受診がないかどう

かとか、そういったものを管理するものになります。実際に今、そういう対象になってい

る方というのが、今年度は３名の方が対象になっておりますので、１名の人件費で十分対

応できているという状態であります。 

 以上でございます。 

久保田委員長：奥本委員。 

奥本委員：ありがとうございます。 

 対応できているということを信じて、対応していただきたいというふうに思います。皆

さん遠慮して、十分間に合っていますというケースもあるのかなと。足りなければ足りな

いと言うべきだと思います。 

 あと、今、生活保護を受ける方々、これは全国的に見ると２００８年のリーマン・

ショック以来の生活保護を受ける方が増えているというふうに言われているわけなのです

けれども、三沢市においては状況はどうですか。生活保護申請者もしくは生活保護を受け

る方々の推移、増えているのか横ばいなのか。 

久保田委員長：生活福祉課長。 

大塚生活福祉課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 三沢市においての生活保護の受給者の状況ですけれども、昨年度はコロナの影響もあっ

たことから、相談件数につきましては１２７件、前年度の令和元年度は１０１件でありま

したので、増加に転じたところでございます。今年度につきましては……。少々お待ちく

ださい。 

 今年度につきましては、１０月末現在で５５件の相談がございました。また、このうち

生活保護が適用になった件数につきましては、令和元年度が７５件、令和２年度が７０

件、また、令和３年度につきましては１０月末現在で２４件となっております。 

 以上でございます。 

久保田委員長：奥本委員。 

奥本委員：ありがとうございます。 

 大変今はコロナも一旦、感染者が県内でもゼロが続いていて、この１年、令和３年度、

２年度からの大変コロナの影響を受けた方々、そういった方々が今はちょっとコロナの感

染者が落ち着いている中で忘れがちなのですけれども、やはりまだまだ経済が全く収束し

ている状態ではないので、何というのですかね、まだまだ困窮されている方々がいらっ

しゃると思うのですね。 

 そういう中で、様々、国が今回の５５兆円もの経済対策、補正予算を組んで、今は国会

でやっていますけれども、始まりましたけれども、そういった中で様々なそういう支援策

が、今回は生活保護まで行かない手前で、その支援策で何とかぎりぎり生活しているのか

なというようなことも考えられるのですが、ぜひ必要な方にはしっかりと相談に乗って対

応していただきたいなというふうに思います。 

 昨年度、いろいろ問題になったのが、どうしても生活保護申請にちゅうちょする。その

一つの理由として、扶養照会、親族３親等までの方々に、こういった方々に扶養・援助で

きませんかというような通知を送るわけですよね。それがどうしてもネックになってい
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て、なかなか踏み切れないというのが昨年度問題になったのですね。今回、それで今年３

月末ぐらいから、厚生労働省のほうから扶養照会、これを強制しないようにというような

通達があったと思うのですが、三沢市の対応はどのようにされていますか。 

久保田委員長：生活福祉課長。 

大塚生活福祉課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 令和３年４月１日から、生活保護法による保護の実施要領の取扱いについて一部改正が

ございました。 

 以前は、生活保護を受給する際に、扶養義務者に対しまして金銭援助または精神的な援

助という目的で、扶養照会を実施しておりました。これは、精神的な援助というのは、入

院の際や施設に入所する際、また、亡くなられたときに御家族の方に対応していただきた

いということで、そういう扶養照会を実施しておりました。 

 今回の一部改正を受けまして、御本人の聴取によって、例えば疎遠であったり、あとは

交流が途絶えているとか、施設に入所されている扶養義務者に対しては扶養照会は不要と

いうふうになったことから、三沢市では照会はしておりません。 

 以上でございます。 

久保田委員長：奥本委員。 

奥本委員：ありがとうございます。 

 そうしましたら、例えば相談に来られた方がいらっしゃって手続をする。そのときに今

までのような扶養の用紙、ここに親族を全部書いてくださいとか、そういうふうなことは

一切三沢市ではやっていないということでよろしいですね。 

久保田委員長：生活福祉課長。 

大塚生活福祉課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 申請の段階で書類には扶養義務者を記載する欄がございますので、分かる範囲もしくは

照会してもよろしいという本人の意思を確認して記載しております。不明なものについて

は、記載不要といたしているところでございます。 

 以上でございます。 

久保田委員長：奥本委員。 

奥本委員：そうしましたら、職員の方々にぜひ指導していただきたいと思うのですけれど

も、決して強要しない、様々なかなか、今は一人一人が生活するので手いっぱいなのです

ね。ですから、援助してくださいという通知、そういった親戚中に、親戚とか兄弟に知ら

れたくないと。今はコロナ禍で大変で、二、三か月職を失ったという中で、二、三か月間

保護を受けて、そこからまた自立するのだと。そういうふうな方々に対しては、やはりそ

ういう親族に知られたくないというふうな思いがあると思うのですね。 

 ですので、これはぜひ職員の皆さんにも言っていただきたいのですが、最初に、これは

強制ではありませんよというようなことを、ぜひ載せて対応していただきたいというふう

に思います。 

 以上で終わります。ありがとうございました。 

久保田委員長：ほかに質問はございませんか。 

 春日委員。 
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春日委員：３９ページの総務費の中から防災備蓄倉庫設置事業につきまして、先ほど来の

質問のお答えの中で場所と備蓄品については承知いたしました。現在、三沢市では、備蓄

品の充足率はどのようになっておりますでしょうか。 

久保田委員長：防災管理課長。 

種市防災管理課長：お答えをいたします。 

 三沢市備蓄計画というものがございまして、それに倣いますと全て１００％ではござい

ませんが、８０％ぐらいは補充されていて、備蓄しているところでございます。 

 以上でございます。 

久保田委員長：春日委員。 

春日委員：承知しました。８０％でございますけれども、今後、現在の倉庫があるところ

がありますね。さらに増設するということでありますけれども、今後また、さらに増やし

ていくという計画がございますか。また併せて、現在、１００％を目指すというそういう

計画もありましたらお聞かせいただきたいと思います。 

久保田委員長：防災管理課長。 

種市防災管理課長：お答えをいたします。 

 今回の備蓄倉庫につきましては、コロナ対応のテントですとか段ボールベッドですとか

を保管する、収納する倉庫として設置させていただくものでございます。 

 それと、先ほど１００に行かない一つの大きな理由といたしまして、毛布がやはり人数

分は確保できているのですけれども、２枚必要であるとかというところが新たに加わった

ものですから、その毛布を購入するのに多額な金額がかかるものですから、今後、購入に

向けて計画的に進めていこうというふうに考えているところでございます。 

 以上でございます。 

久保田委員長：春日委員。 

春日委員：ありがとうございました。 

 先般、市内第一中学校において男女共同参画地域みらいねっとの皆様とＰＴＡの御協力

によって２００名の生徒の皆様に防災教室を開催する、このことを開催された様子を見学

をさせていただきまして、ありがたいことに市の防災管理課からの職員もおいでになって

いましたし、また、段ボールベッドですとかテント、様々な用途に合わせてのテントも貸

出しをしている様子を拝見させていただき、非常に充実の内容でありました。その際、青

森からもおいでいただき、また、三沢市の地域みらいねっとに携わって活動されている理

事もいらっしゃいますね。少しの時間、懇談させていただきましたら、今回は一中でござ

いましたけれども、今後、市内の他の中学校においても開催をしていきたいというお声を

直接お聞きする機会がございました。 

 ぜひ、このことも踏まえて、防災管理課として残りの中学校への橋渡し役というのをぜ

ひしていただければありがたいなというような思いを個人的に抱いたところでございまし

たけれども、ちょっと今後の見通しについて参考にお聞かせいただきたいと思います。 

久保田委員長：防災管理課長。 

種市防災管理課長：お答えをいたします。 

 個人的な話になるかもしれませんが、防災教育、小学生、中学生に防災意識を高めると
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いう意味で、そういう防災の教育というのは非常に効果があるというふうに感じていると

ころでございまして、今言ったように、小中学校で訓練も含めてそういう機会があれば、

ぜひ市を挙げてバックアップしながら、訓練も含めそういう防災事業等に協力していきた

いなというふうに考えております。 

 以上でございます。 

久保田委員長：春日委員。 

春日委員：ありがとうございました。ぜひよろしくお願いいたします。 

 次は、５７ページの民生費でございます。先ほど来から質問が出ておりました児童福祉

施設等職員応援給付金でございます。 

 保育士の皆様、本当に昨年より御苦労して子供たちの保育に携わっていることを感謝す

るものでありますけれども、現在、三沢市におきましては、保育士の充足率はどのように

なっておりますでしょうか。 

久保田委員長：子育て支援課長。 

長根子育て支援課長：ただいまの保育士の充足率という御質問にお答えいたします。 

 充足率のほうなのですけれども、各施設、子供を預かる状況によって変わってきますの

で、今現在、待機児童がいないということで、保育所は十分充足しているものと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

久保田委員長：春日委員。 

春日委員：承知しました。 

 やはり全国的に悲しい事件も発生してございます。三沢市においてはこのようなことが

ないことを願っている一人ではございますけれども、例えば市のほうに、子育て支援課の

ほうへ何かお困り事とか悩み事とか、このような類のお声が届くような事例はありました

でしょうか。 

久保田委員長：子育て支援課長。 

長根子育て支援課長：市のほうに困り事の相談というか、そういったことでよろしかった

でしょうか。 

 子育て支援課のほうに子育て世代包括支援センターというものを設置させていただいて

おります。また、子ども家庭総合支援センターというのも同様に併設させていただいてお

ります。こちらのセンターなのですけれども、御質問にありました子育ての困り感であっ

たりとか、例えば離婚によって独り親になって生活をどうしていこうかといったような御

相談とか、そういったのも受けて、また、必要な支援をしてあげるという形になっており

ます。 

 やはり子供を出産されたお母さんというのは、精神的にも肉体的にもかなり疲れている

といったケースが結構相談で寄せられておりました。こちらにつきましては、昨年度から

実施しました産後ケア事業であったりとか、あとはセンターのほうにあります一時預かり

とか、そういった施設を使っていただくことである程度緩和をされて、笑顔で帰られてい

くというようなケースが最近は多くなってきております。 

 以上でございます。 
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久保田委員長：春日委員。 

春日委員：承知しました。ありがとうございます。 

 最後に、８７ページでございます。消防費でありますけれども、こちらの２番、感染防

止対策救急資器材整備事業、消耗品費５８４万２,０００円、救急資器材備品６８２万５,

０００円の計上でございます。それぞれどのようなものであるか、御説明をお願いいたし

ます。 

久保田委員長：消防本部警防課長。 

高田消防本部警防課長：ただいまの御質問についてお答えいたします。 

 感染防止対策救急資器材整備事業の内容につきまして御説明いたします。 

 消耗品費については、救急隊員等が感染防止のために着用いたします感染防止の上下、

また、Ｎ９５マスク、サージカルマスク、また、ナースキャップ、シューズカバー等、感

染防止の資器材等になります。備品につきましては、オゾン発生装置を１２台と除細動器

を一式整備する予定でございます。 

 以上です。 

久保田委員長：春日委員。 

春日委員：ありがとうございました。承知いたしました。 

 これまで、昨年からまだまだコロナ対策が続いておりますけれども、救急出動の際にこ

ういう感染防止対策をして救急出動をされた件数は、およそでよろしいですけれども、ま

た、昨年、今年度に至るまで、およそ何件ぐらいになるでしょうか。 

久保田委員長：消防本部警防課長。 

高田消防本部警防課長：ただいまの御質問についてお答えいたします。 

 本年度のコロナ疑いの傷病者の搬送件数については、１１月末まででＰＣＲ検査を行っ

た傷病者は７８名おります。疑いが７３名で、陽性者は５名でありました。 

 救急の出動件数なのですけれども、１１月末までで昨年度より出動件数は４３件増加し

ておりまして、搬送人員も６１名、搬送人員が増えております。 

 以上です。 

久保田委員長：春日委員。 

春日委員：ありがとうございました。大変御苦労されている中で、充実に努めていくとい

うことは大変重要だと思っておりました。ぜひ今後もよろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

久保田委員長：ほかに質問はございませんか。 

 西村委員。 

西村委員：では、何点か確認をさせていただきたいと思います。 

 補正予算書２１ページ、こちらの市有地売払収入について、こちらの中身を教えていた

だければと思います。 

久保田委員長：管財課長。 

角管財課長：市有地売払収入についてお答えいたします。 

 市有地売払収入は、法令や当市で定めている実施要綱に基づき、市が保有する普通財産

で将来においても行政目的または公益目的による利用が見込まれない未利用の土地などを
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売払い、収入を得るものでございます。 

 今回の補正予算の内容についてですが、令和３年１０月末までに売り払ったもので、内

容は４件の契約件数、用地面積にして９４１.６８平方メートル、約２８５坪を売却し、

収入を得たものであります。収入総額は７４７万２,５０５円であります。主な場所につ

きましては、スーパーマエダ付近の空港方面に行く市道沿いの宅地や淋代地区の国道３３

８号沿いの宅地などであります。 

 以上でございます。 

久保田委員長：西村委員。 

西村委員：ありがとうございました。 

 主な場所が空港周辺のスーパーマエダの宅地、淋代エリアの場所というものがありまし

た。参考までにちょっとお聞かせいただきたいのですが、南山のエリアに、国際交流教育

センターの辺りにも市有地があったと思うのですが、市民の方にもちょっと聞かれて、木

を伐採したところがあると思いますけれども、あそこはこの中に入っているのでしょう

か。入っていないのでしょうか。 

久保田委員長：管財課長。 

角管財課長：ただいまの質問にお答えいたします。 

 南山の今、木を伐採しているところについては、今回は入っておりません。 

 以上でございます。 

久保田委員長：西村委員。 

西村委員：関連としてちょっとお聞きしたいのですが、あのエリアは木を、ちょっと担当

の課の方にも以前ちらっとお伺いしたのですが、あそこは木を切った、それは花粉とかが

飛散するという理由で切られたらしいのですけれども、今後、あそこはどうする予定なの

か、ちょっと確認をさせていただきたいと思います。 

久保田委員長：市民スポーツ課長。 

吉田市民スポーツ課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 西村委員おっしゃった南山の杉林を伐採したところの件につきましては、南山多目的運

動広場の全体計画の中で、以前はいろんなピクニック広場ですとか、そういった計画は

あったのですけれども、現在は主な計画はございません。 

 以上でございます。 

久保田委員長：西村委員。 

西村委員：分かりました。 

 では、切った木根は伐根せずにそのままにしておくということでしょうか。 

久保田委員長：市民スポーツ課長。 

吉田市民スポーツ課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 確かに伐根して更地にした場合には、今後、何か使う場合には非常に使いやすい状況で

はあるかと思いますが、見積りを取った段階で木の伐採売払いと伐根を含めた金額を比較

いたしますと、伐根をした場合には委託主からそれ相応の追加の金額がかかるということ

をお聞きしましたので、現在のところは伐根はせず伐採だけということでお願いをしたと

ころでございます。 
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 以上でございます。 

久保田委員長：西村委員。 

西村委員：分かりました。 

 すみません。あと一つ確認で。ある組合が切ったと思うのですけれども、行政という

か、公的なお金のやり取りで、収入と支出を差し引いた額が市に入っているのですが、そ

ういうやり方というのは、私はあまりないのかなと思っているのですけれども、そういう

のはどうなのでしょうか。レアケースなのでしょうか。一般的に結構ある話なのでしょう

か。 

久保田委員長：市民スポーツ課長。 

吉田市民スポーツ課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 一般的には、あまりないケースかとは思いますけれども、例えば現在の例以外では、清

掃センターで鉄とかそういったものを回収して売り払ったりをしていると。そういうとこ

ろの話を聞きましたので、今回もそういったケースに倣ってやらせていただきました。 

 以上でございます。 

久保田委員長：西村委員。 

西村委員：柔軟にやることにはいいとは思うのですけれども、そうせざるを得ない特別な

理由があったとかではないということでよろしいですか、認識で。 

久保田委員長：市民スポーツ課長。 

吉田市民スポーツ課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 今回のケースに関しましては、特にこれといった理由というものは特別ないわけではな

いといいますか、例えばなのですけれども、そうするに至った経緯を申し上げますと、昨

年の９月頃だったでしょうか、南山のガソリンスタンドの交差点付近で、台風による倒木

があって電線が切れたという事案がございました。私は、今の課に来る前に、市民の森も

担当している課にいたときに、住友化学のフェンスの西側に市の所有地がございます。あ

そこの木も幾度となくフェンスに倒れて、その都度、いろんな予算を使いまして修理をし

たという経緯もございます。そういったものもたまたまございまして、やはりあの近辺で

すと近くに住宅もございます。個人的にそういった危険性を感じたというところもござい

まして、それであればそういった見積りを取った段階で市として損はないということで、

今回、この伐採を進めさせていただいたところでございます。 

 以上でございます。 

久保田委員長：西村委員。 

西村委員：長々と質問してしまって申し訳なかったのですが、あそこは場所も非常にいい

場所で、これからあのエリアをどう活用していくかとか、様々な可能性を考えていただき

たいという思いで聞きました。行政目的を見込めないところは、冒頭の答弁、そういうと

ころは処分していくという考え、そういうルールに基づいて処分をしていくと、考えに基

づいて処分をしていくということでしたけれども、やはり今ある市有地をうまく活用すれ

ば、もっとまちの活性化につながるとか、そういうアイデアをしっかりと検討していただ

きながら市有地を売る、もしくは買うとか、そういったところをしっかりと透明性をもっ

て判断していっていただきたいと思います。答弁は結構でございます。 
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 ６３ページです。新型コロナウイルス感染症対策費、こちらの中身について教えていた

だければと思います。 

久保田委員長：健康推進課長。 

種市健康推進課長：お答えいたします。 

 新型コロナウイルス感染症対策費について、消耗品で手指消毒用アルコールと物品用消

毒アルコール、自動血圧計のロール紙、受付順番発券機の専用ロール紙が消耗品になりま

す。施設用備品につきましては、自動血圧測定器と受付順番発券機、こちらを購入するも

のであります。 

 以上でございます。 

久保田委員長：西村委員。 

西村委員：ありがとうございました。本当に、まだ今は落ち着いているとはいえ、コロナ

が今後どういう見通しでなっていくかというのは、まだ分からない部分もたくさんあると

思います。また、いろいろな場面で、ワクチンの接種もそうですし、こういった対策につ

いても職員の方とか関係者の方々が本当に昼夜問わず取り組んでいただいていることに感

謝申し上げないといけないなと思います。 

 こちらも参考までになのですけれども、ワクチンの話なのですけれども、３回目の接種

というものが、今後、様々国が方針を示したり、ちょっと変わったりもしている中で、報

道のとおりですけれども、そういった中で、市としてホームページにも若干載っていまし

たけれども、今後のスケジュール的なものとか、今知り得る情報とか、そういったものが

あればお知らせいただきたいと思います。 

久保田委員長：健康推進課長。 

種市健康推進課長：ワクチンの接種について、今後の見通しということでお答えいたした

いと思います。 

 御承知のとおり、現在のところ、２回目接種から８か月後の方が追加接種の対象となり

ます。６か月前倒しにつきましては、まだ大臣が発言したにとどまっておりまして、正式

な案内は市のほうには届いておりません。 

 １２月の接種対象者につきましては、４月に２回目を終わった方が対象となるわけです

けれども、一応医療従事者が４月に２回目を終わっております。主に市立病院に勤務され

ている医師、看護師等関係者ということになります。この方々に対しましては、１１月２

９日に接種券を発送させていただいております。病院におきまして予定を決めて接種して

いただけるものと考えております。 

 次に、１月の接種につきましては、高齢者施設従事者と入所者が８か月経過するものと

思われますが、こちらは１２月の後半に接種券のほうを発行いたします。２月になります

と、６５歳以上の高齢者。３月には、２月の８か月経過の高齢者に加えまして基礎疾患保

有者の方、３月には６４歳以下の一般の方というふうに、順次、８か月経過した方が接種

になってくるものと思われます。 

 以上でございます。 

久保田委員長：西村委員。 

西村委員：ありがとうございました。 
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 ワクチンがちゃんと順調に確保できるのかとか、国の方針が急に変わったとか、これか

らいろんなことが想定されると思うのですが、仮に６か月後に打つことも想定していると

いう話です。もし仮に、国が６か月後でというのを各自治体にお願いするのか分かりませ

んけれども、そういう話になった場合に、先ほどのスケジュールは、三沢市としてはそこ

は早まるものなのかどうなのか、イメージをちょっと教えていただければと思います。 

久保田委員長：健康推進課長。 

種市健康推進課長：お答えいたします。 

 前倒しになるということになりますと、ワクチンの供給という問題が発生いたします。 

 現在のところ、国のほうで示されているワクチンの供給は、モデルナ社のワクチンを使

用して進めるようにということで案内が来ております。仮に２回目接種者が１,０００人

いるとすれば、ファイザー社が５００、モデルナ社が５００という半々の割合で入ってく

るようなことになります。モデルナ社のワクチンにつきましては、今の予定でいきます

と、２月に供給が開始されるのではないかというふうに言われております。 

 いずれにいたしましても、前倒しになるということになれば、ワクチン量であったりと

か接種券の発行の準備、いろいろなものを急いで準備していかなければならないと考えて

おりますが、それも含めまして内部で対応できるよう準備を進めてまいりたいと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

久保田委員長：西村委員。 

西村委員：ありがとうございました。 

 そして、１、２回目ワクチン、多分８割以上の市民の方は打っていると思うのですが、

どうしてもワクチンの接種会場の運営とか、予約を取ったり何をしたりといういろんな経

験をされてきて、運営をされてきて、改善すべきところも見えたりして、それを逐一いろ

いろ改善をされてきたと思うのですが、１、２回目のワクチン接種と今度予想される３回

目の接種、市民の方がやり方が変わったりとか、何か影響ある部分、現状、考えられるも

のはあるのでしょうか。 

久保田委員長：市長。 

小檜山市長：実は、今度は、今まではファイザー１本だったのですけれども、モデルナを

入れることによって、若い人にモデルナのワクチンが心臓の筋肉の一部に影響があること

があるということが報道されて、今度はファイザーとモデルナの２本にしても、ファイ

ザーに希望者が殺到することが十分考えられるわけです。そうすると、やはり希望しない

ものは受けませんから、希望するファイザーがある程度数がいっぱいになると、それを確

保するのにちょっと遅れたり、計画が崩れることもあると思いますので、そこは了承して

いただきたい。 

 当市の計画ベースがあるのではないかということですけれども、あくまでも希望者がど

のワクチンを受けたいということがベースになりますので、そういうふうなことになって

おります。計画どおりにいかないことも多分に考えられますので、よろしくお願いをいた

します。 

久保田委員長：西村委員。 
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西村委員：ありがとうございました。 

 そして、あともう１点、他自治体でＰＣＲを気軽に受けられる場所、そういった安価に

受けられる場所、ＰＣＲセンターのようなものを民間と共同なのかな、開設したりしてい

る自治体もあるようですけれども、三沢市はそういったことは、現状、検討されているの

か、もう検討済みでやらない話なのか、ちょっと今の状況を教えていただければと思いま

す。 

久保田委員長：市長。 

小檜山市長：今のところ、八戸あたりはやることになりました。三沢市も、これは当然考

えなければ、市長は何をやっているのだということになりますので、今、保健相談セン

ターあたりを計画して、そこでＰＣＲ検査ができるかなと。それで、医療機関でなくて、

八戸もそうですけれども、木下グループというところにお願いして、それがどのぐらいの

経費がかかって、どれだけできるかということで、木下グループは割と安い価格でやって

もらっていますので、そちらを念頭に入れて計画しておりますので、早晩、結論が出ると

思います。 

 以上です。 

久保田委員長：西村委員。 

西村委員：ありがとうございました。 

 ぜひとも市民の方々も不安を抱えながらいらっしゃる方がたくさんおりますので、どう

か市民の安心と健康、これを守っていただきたいと思っておりますので、今度の取組に頑

張っていただきたいと思います。 

 以上です。ありがとうございました。 

久保田委員長：ほかに質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

久保田委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

久保田委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第６６号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

久保田委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第６６号令和３年度三沢市一般会計補正予算（第４号）は、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第６７号令和３年度三沢市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）を議題

といたします。 

 当局の説明を願います。 

 市民生活部長。 

工藤市民生活部長：議案第６７号令和３年度三沢市国民健康保険特別会計補正予算（第１

号）の概要につきまして御説明申し上げます。 
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 今回の補正は、国民健康保険事業費納付金の確定に伴う財源調整などが主なものであり

ます。この結果、補正総額は歳入歳出ともに１,０７２万１,０００円の減額補正で、既定

額との累計では３９億１,３２０万１,０００円となったところであります。 

 以下、予算書の２ページ、第１表歳入歳出予算補正に基づき、歳入から御説明申し上げ

ます。 

 ３款国庫支出金は、システム整備に要する国民健康保険制度関係業務事業費補助金が交

付されるもので、１２万８,０００円を計上いたしました。 

 次に、４款県支出金は、結核・精神の疾病に係る特別調整交付金の見直しにより、保険

給付費等交付金６９０万７,０００円を増額するものであります。 

 次に、６款繰入金は、人件費や出産育児一時金の精算により、一般会計繰入金２２１万

８,０００円、診療報酬支払準備基金からの繰入れを１,９１４万２,０００円、合わせて

２,１３６万円を減額するものであります。 

 次に、８款諸収入は、過年度分の療養給付費等交付金の精算により、雑入３６０万４,

０００円を増額するものであります。 

 続きまして、３ページの歳出について御説明申し上げます。 

 １款総務費は、人件費などの見直しにより、総務管理費として７６万７,０００円を減

額するものであります。 

 次に、３款国民健康保険事業費納付金は、県に納付する金額が確定したことにより、合

わせて１,７００万１,０００円を減額するものであります。内訳といたしましては、医療

給付費分３,４０１万４,０００円の減額、後期高齢者支援金等分を２６３万９,０００円

の増額、介護納付金分を１,４３７万４,０００円の増額としたものであります。 

 次に、６款保健事業費は、新たに専属の保健師が必要となる事業でありましたが、人員

募集に対し応募がなかったため、特定健康診査等事業費２５２万９,０００円を減額する

ものであります。 

 次に、９款諸支出金は、過年度分の療養給付等交付金の精算により、償還金等及び還付

金、還付加算金９５７万６,０００円を増額するものであります。 

 以上が、議案第６７号令和３年度三沢市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）の概

要であります。よろしくお願い申し上げます。 

久保田委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

久保田委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

久保田委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第６７号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

久保田委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第６７号令和３年度三沢市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）は、
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原案のとおり承認すべきものと決しました。 

 次に、議案第６８号令和３年度三沢市食肉処理センター特別会計補正予算（第１号）を

議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

 経済部長。 

吉村経済部長：議案第６８号令和３年度三沢市食肉処理センター特別会計補正予算（第１

号）について、その概要を御説明申し上げます。 

 今回の補正は、前年度剰余金の繰越金及び燃料費などによる指定管理料の増額によるも

のであります。この結果、歳入歳出ともに１億５,８１７万８,０００円の増額補正とな

り、既定額との累計では１２億３,４２２万１,０００円とするものであります。 

 はじめに、歳入予算の主なものについて御説明申し上げます。２ページを御参照くださ

い。 

 ５款の繰越金では、前年度繰越金の確定に伴い、１億５,８２５万８,０００円を増額す

るものであります。 

 次に、歳出予算の主なものについて御説明申し上げます。３ページを御参照ください。 

 １款１項と畜場事業費では、燃料費などの増額により、指定管理料を４,４７０万円、

基金積立費を１億７９６万４,０００円増額するものであります。 

 以上が、令和３年度三沢市食肉処理センター特別会計補正予算（第１号）の概要であり

ます。よろしくお願い申し上げます。 

久保田委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

久保田委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

久保田委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第６８号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

久保田委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第６８号令和３年度三沢市食肉処理センター特別会計補正予算（第１号）

は、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第６９号令和３年度三沢市介護保険特別会計補正予算（第１号）を議題とい

たします。 

 当局の説明を願います。 

 福祉部長。 

篠田福祉部長：議案第６９号令和３年度三沢市介護保険特別会計補正予算（第１号）につ

きまして、その概要を御説明申し上げます。 

 三沢市介護保険特別会計補正予算書の２ページと３ページを御参照願います。 

 今回の補正予算は、職員人件費等の調整に伴う財源調整及び令和２年度介護給付費確定
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に伴う追加交付の増額が主な内容となっております。これにより、歳入歳出それぞれ１,

１５１万１,０００円を増額し、予算総額は現計予算額との累計で３６億４,２４９万７,

０００円とするものであります。 

 はじめに、歳入について御説明いたします。 

 １款保険料の１４万８,０００円の増額は、第１号被保険者保険料の財源調整によるも

のです。 

 ３款国庫支出金の９７７万２,０００円の増額は、令和２年度介護給付費確定に伴う追

加交付及び関係交付金の増によるものです。 

 ４款支払基金交付金の４４９万９,０００円の増額及び５款県支出金の１,０２２万円の

増額は、令和２年度介護給付費確定に伴う追加交付によるものです。 

 ７款繰入金の１,３９１万４,０００円の減額は、財源調整によるものです。 

 ９款諸収入の７９万８,０００円の増額は、第三者行為納付金等を計上したものです。 

 次に、歳出について御説明いたします。 

 １款の総務費は、職員人件費及び事務経費の調整によるもので、１７１万６,０００円

を減額するものであります。 

 ４款の地域支援事業費は、職員人件費の調整によるもので、２３３万円を増額するもの

であります。 

 ７款の諸支出金は、国及び県の地域支援事業交付金を前年度の事業実績による精算のた

め、１,０９０万９,０００円を増額するものであります。 

 以上が、令和３年度三沢市介護保険特別会計補正予算（第１号）の概要であります。よ

ろしくお願いいたします。 

久保田委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

久保田委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

久保田委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第６９号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

久保田委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第６９号令和３年度三沢市介護保険特別会計補正予算（第１号）は、原案

のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第７０号令和３年度三沢市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）を議

題といたします。 

 当局の説明を願います。 

 市民生活部長。 

工藤市民生活部長：議案第７０号令和３年度三沢市後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）の概要につきまして御説明申し上げます。 
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 今回の補正は、後期高齢者医療広域連合納付金の見直しと、その財源調整が主なるもの

であります。この結果、補正総額は歳入歳出ともに５８１万３,０００円の増額補正で、

既定額との累計では４億６,１８２万７,０００円となったところであります。 

 以下、予算書２ページの第１表歳入歳出予算補正に基づき、歳入から御説明申し上げま

す。 

 １款の後期高齢者医療保険料につきましては、保険料の推計により３３０万９,０００

円を増額するものであります。 

 次に、３款の繰入金につきましては、人件費の調整及び基盤安定繰入金の確定により３

５３万４,０００円を減額するものであります。 

 次に、４款の諸収入につきましては、延滞金の減額及び後期高齢者の保健事業費との調

整により２９４万２,０００円を減額するものであります。 

 次に、５款の繰入金につきましては、前年度繰入金により８９８万円を増額するもので

あります。 

 次に、３ページの歳出について御説明いたします。 

 １款の総務費につきましては、人件費の調整により１０３万８,０００円を減額するも

のであります。 

 次に、２款の後期高齢者医療広域連合納付金につきましては、納付金の確定により９７

７万９,０００円を増額するものであります。 

 次に、３款の保健事業費につきましては、特定健康診査等事業費の人件費の調整により

２９２万８,０００円を減額するものであります。 

 以上が、議案第７０号令和３年度三沢市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）の

概要であります。よろしくお願い申し上げます。 

久保田委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

久保田委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

久保田委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第７０号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

久保田委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第７０号令和３年度三沢市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

は、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第７１号令和３年度三沢市水道事業会計補正予算（第１号）を議題といたし

ます。 

 当局の説明を願います。 

 上下水道部長。 

高橋上下水道部長：議案第７１号令和３年度三沢市水道事業会計補正予算（第１号）の概
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要について御説明申し上げます。 

 予算書の１ページを御参照願います。 

 はじめに、第２条は、業務の予定量の補正でございます。 

 ⑷主要な建設改良事業のうち、配水施設改良費につきましては、職員人件費のほか、古

間木地区の県道整備事業に伴う工事費の補正により１,０３６万１,０００円を増額するも

のです。 

 次に、第３条、収益的収入及び支出の補正でございます。 

 収入につきましては、特別利益では退職給付引当金戻入れとして２２０万３,０００円

を増額するものです。これにより、収入の累計額は９億２,７８６万６,０００円となった

ところです。 

 次に、支出につきましては、営業費用では、職員人件費の補正により７５９万５,００

０円を減額するものです。これにより、支出の累計額は８億８,０８８万９,０００円と

なったところです。 

 次に、第４条は資本的収入及び支出の補正でございます。 

 収入につきましては、負担金では三沢駅前地区の県道整備事業に伴い、配水管の移設工

事に対する県負担金の補正により４４３万６,０００円を増額するものです。これによ

り、収入の累計額は８,３２３万６,０００円となったところです。 

 また、支出につきましては、建設改良費のうち、配水施設改良費の職員人件費のほか、

古間木地区の県道整備事業に伴う工事費の補正により１,０３６万１,０００円を増額する

ものです。これにより、支出の累計額は３億９,９９７万８,０００円となったところで

す。 

 また、収入から支出を差し引いた不足額、３億１,６７４万２,０００円につきまして

は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額２,４１６万３,０００円のほか、減

債積立金１億２５４万７,０００円、損益勘定留保資金１億９,００３万２,０００円を

もって補塡することといたしております。 

 続きまして、２ページを御参照願います。 

 第５条、議会の議決を経なければ流用することのできない経費でございます。 

 今回の補正は、職員給与費等が７７２万９,０００円の減額となることから、累計額を

９,４５０万６,０００円に改めるものでございます。 

 以上が、令和３年度三沢市水道事業会計補正予算（第１号）の概要であります。よろし

くお願い申し上げます。 

久保田委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

久保田委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

久保田委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第７１号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

久保田委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第７１号令和３年度三沢市水道事業会計補正予算（第１号）は、原案のと

おり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第７２号令和３年度三沢市下水道事業会計補正予算（第１号）を議題といた

します。 

 当局の説明を願います。 

 上下水道部長。 

高橋上下水道部長：議案第７２号令和３年度三沢市下水道事業会計補正予算（第１号）の

概要について御説明申し上げます。 

 予算書の１ページを御参照願います。 

 はじめに、第２条は業務の予定量の補正でございます。 

 ⑷主要な建設改良事業の管渠整備事業費及び処理場更新事業費につきましては、職員人

件費のほか、業務委託料及び工事費等の補正により、合わせて３,８９５万３,０００円を

減額するものです。 

 次に、第３条、収益的収入及び支出の補正でございます。 

 収入につきましては、一般会計からの繰入金がある補助金及び負担金等の補正により、

営業収益では９５０万６,０００円を増額し、営業外収益では２,３９５万３,０００円を

減額するものです。これにより、収入の累計額は１５億３,４０７万３,０００円となった

ところでございます。 

 次に、支出につきましては、営業費用では固定資産除却費のほか、職員人件費などの補

正により１,１３０万１,０００円を増額し、営業外費用では消費税等のほか、企業債利息

の補正により３５０万円を減額するものです。これにより、支出の累計額は１４億１,３

９９万６,０００円となったところです。 

 次に、第４条、資本的収入及び支出の補正でございます。 

 収入につきましては、建設改良事業費の決定により、企業債を４,３５０万円、補助金

を４２１万８,０００円、それぞれ減額し、他会計からの出資金を４９万３,０００円、受

益者負担金及び他会計負担金などの負担金を１,２５８万５,０００円増額するものでござ

います。これにより、収入の累計額は９億４,４７１万３,０００円となったところです。 

 続きまして、２ページを御参照願います。 

 資本的支出でございます。 

 建設改良費につきましては、事業費等の決定により３,８９５万３,０００円を減額する

ものです。これにより、支出の累計額は１４億４,６６９万６,０００円となったところで

す。 

 １ページ目の第４条にお戻りください。 

 これに伴いまして、収入から支出を差し引いた不足額５億１９８万３,０００円につき

ましては、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額３,６３８万５,０００円のほ

か、過年度損益勘定留保資金１,６４８万５,０００円、当年度損益勘定留保資金３億７,

７００万１,０００円、減債積立金５,４３０万円及び当年度分利益剰余金処分額１,７８
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１万２,０００円をもって補塡することといたしております。 

 改めまして、２ページを御参照願います。 

 第５条、債務負担行為の設定でございます。 

 項目名は、三沢市浄化センター沈砂池棟初期用汚水ポンプ更新工事となります。設定期

間は、令和４年度の１年間とし、債務負担行為限度額を７,０２０万円とするものです。 

 次に、第６条、企業債でございます。 

 今年度分の下水道事業費を決定したことから、企業債を４,３５０万円の減額とし、限

度額を５億５,４４０万円と改めるものです。 

 次に、第７条、議会の議決を経なければ流用することのできない経費でございます。 

 今回の補正は、職員給与費等が３７０万８,０００円の減額となることから、累計額を

７,６５９万３,０００円に改めるものです。 

 次に、第８条、他会計からの補助金でございます。 

 こちらは、収益的収支及び資本的収支の補正に伴い、他会計からの補助金及び負担金等

を２,０５１万７,０００円の減額とし、累計額を６億６,７９８万５,０００円に改めるも

のでございます。 

 次に、第９条、利益剰余金の処分でございます。 

 こちらは、６,１１６万６,０００円を減額し、累計額を１,７８１万２,０００円に改め

るものです。 

 以上が、令和３年度三沢市下水道事業会計補正予算（第１号）の概要であります。よろ

しくお願い申し上げます。 

久保田委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

久保田委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

久保田委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第７２号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

久保田委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第７２号令和３年度三沢市下水道事業会計補正予算（第１号）は、原案の

とおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第７３号令和３年度三沢市立三沢病院事業会計補正予算（第１号）を議題と

いたします。 

 当局の説明を願います。 

 三沢病院事務局長。 

田辺三沢病院事務局長：議案第７３号令和３年度三沢市立三沢病院事業会計補正予算（第

１号）につきまして、その概要を御説明申し上げます。 

 予算書の１ページを御参照願います。 
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 はじめに、第２条の業務の予定量につきまして御説明申し上げます。 

 収益的事業につきましては、新型コロナウイルス感染症への対応策として４階東病棟を

閉鎖しているため、年間の入院患者数を６万３,８７５人から４万９,２７５人に、１日当

たりでは１７５人から１３５人に改めるものでございます。 

 建設改良事業につきましては、営業設備を４,６６４万１,０００円増額の１億５０７万

７,０００円に、ＭＲＩ整備を２２万円減の１億８,６７８万円に、医療情報システム整備

を３,１３３万２,０００円減の１億３,１５０万３,０００円に、それぞれ改めるものでご

ざいます。 

 次に、第３条の収益的収入及び支出について御説明申し上げます。 

 はじめに、収入でございますが、病院事業収益を１億１７５万４,０００円増額するも

のでございます。 

 内訳といたしましては、医業収益では先ほど申し上げましたように、入院患者数の減に

よりまして入院収益を７億２,７７２万４,０００円減額しております。医業外収益では、

他会計補助金を７７６万７,０００円、他会計負担金を８４２万４,０００円、補助金とし

て新型コロナウイルス感染症入院患者病床確保事業費補助金８億４,３４８万円を増額し

ておりますが、長期前受金戻入れで３,０１９万４,０００円を減額しており、医業外収益

全体では８億２,９４７万７,０００円を増額しております。次に、特別利益につきまして

は、過年度損益修正益として１,０００円を計上しております。 

 次に、支出につきましては、病院事業費用を３,３５１万６,０００円増額するものでご

ざいます。 

 内訳といたしましては、医業費用では給与費を８７５万６,０００円減額しております

が、修繕費の見直しにより経費を３,０９７万円増額したことにより、全体では２,２２１

万４,０００円を増額しております。医業外費用では、その他医業費用として就学資金貸

付金償還免除費６０万円など７６万８,０００円を増額しております。特別損失では、過

年度損益修正損として１,０５３万４,０００円を計上いたしております。 

 次に、第４条の資本的収入及び支出について御説明申し上げます。 

 資本的収入全体では、７５８万９,０００円を増額するものでございます。 

 内訳でありますが、出資金を３３２万１,０００円、新型コロナウイルス感染症対策設

備等整備事業費補助金を４２６万８,０００円、それぞれ増額をしております。 

 次に、資本的支出では、１,４４８万９,０００円を増額するものであり、内訳といたし

ましては先ほども申し上げましたが、建設改良費で営業設備費を４,６６４万１,０００円

増額するものの、ＭＲＩ整備事業費で２２万円、医療情報システム整備事業費で３,１３

３万２,０００円を減額しており、総額では１,５０８万９,０００円を増額するものでご

ざいます。 

 次に、投資につきましては、就学資金貸付金に要する経費でありますが、今年度は貸付

金の申込みがありませんでしたので、６０万円を減額しております。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に不足する額１億９,１４６万９,０００円につきま

しては、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額１９５万９,０００円及び過年

度分損益勘定留保資金１億８,９５１万円で補塡するものといたしております。 
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 次に、２ページを御参照願います。 

 第５条は、議会の議決を経なければ流用することのできない経費のうち、給与費の額を

２７億９,９５５万５,０００円に改めるものでございます。 

 第６条は、一般会計から補助を受ける金額を７億８,８８９万円に改めるものでござい

ます。 

 以上が、令和３年度三沢市立三沢病院事業会計補正予算（第１号）の概要でございま

す。よろしくお願い申し上げます。 

久保田委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

久保田委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

久保田委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第７３号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

久保田委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第７３号令和３年度三沢市立三沢病院事業会計補正予算（第１号）は、原

案のとおり可決すべきものと決しました。 

 以上で、本委員会に付託された議案の審査は全て終了いたしました。 

 これをもって、予算審査特別委員会を閉会いたします。 

午前１１時５９分 閉会   

 

以   上 

 

委 員 長   久保田 隆 二   

 


